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日本の森林レクリエーション地域
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I]本の森林レクリエーションをレクリエーション活動全体の中に位 西ヨーロッパのそれと
よとij安しつつ， 日本の森林レクリエーションの制度とその分布傾向を知るのが，本手段文の目的である．
][ 森林レクリエーションの位置づけ
立－ 1 レクリエーションの意味
レクリユーションとは災認の recreationから出ており， し・娯楽・ る yう~＇
」である． ドイツ誌でレクリエーションのことを Erholung(!Iil復・休養を意味す
る）とか Entspannung といい，緊長緩和を意味する．英語にしろ， ドイツ語にしろ，労働によって
疲れた心身の緊張を緩和し明iミ！の労働への心身の再生を計ることを意味してし、る．
日本では休誌は：mで、あるといった倫理鋭から， より効率の良い労働にはレクリエーションが必要で
あると学問l~l'J に分ってきても， レクリエーションは未だ［l常生活の部分となるまでには至っていない
人が多い．労働時IHJの短縮によって大手企業で、の週休2l~l 制が確立して久しく，土ll?f 日にはゴノレフ・
テニスなどに興じているのは，それらの人々が仁！c1心である．
｛／三橋 j廷によって余暇開発センターが創立され，プロジェクト研究に撹わった人々の間でも，「余
暇とは何か」について合意には達していないし，達する見通しは全くなL,JJ，と＼，、う．余暇とレクリエ
ーションとは）京設は兵なるものの， JIJ 口 l~f 男 2〕の「余暇の本来の意義は、住みなれた日常生活のルー
チンイとした流れを去って，理想的には予測不可能な現実に直面するということであった．余暇とは本
来そういう意味で，ふだんのノレールをすっかりすてて，すべての人が遊戯というルールの中で，全く
月ljのJIヲで、姿を』
にWI：き， I~！分が }:l－すみに J!jl しやり忘れていたけれど＼依然として自分の人格，あるいは能力の一部ーむ
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あるものまで動員して瞬間ごとに，『 l~l 己』を干！？検討して，：pJfiWm~ しなくてはならなト。余！肢を指す
英語がレクリエーション (lJf創造）という
ほ1司じ銑念であると考えてよい．
るのはそうし、った定：l床である.Jのように，ほ
宮城音弥3）は，「強1Mを離れた余暇11~1:rMJv1, 他人のもつ，『~j:：＿きかた』と町三きがL 、 Ml』をもっと
も，はっきりとさせるに役立つ. ~t きが＼＿，心主求めるということは， i九の；迫三！とで、あり，喜びの追求であ
り， 幸福の追求である.J 生きかたおよび生きがし、を 6｛日i知（追求人・設務人・逃避人・ 1!.f;執着人・
享楽人・冒険人）に分類し個人の性格を 3種類（強気・ j降気・弱気〉に分類した．強気人！日Jは追求
人・冒険人・義務人に， )l芽気人間は享楽人が多く， l寺に冒険人・追求人にもなり，弱気人Jlo¥Jは逃避人
か~！＼f;執着人が多く， 日本人はとくに勝気が多いので，同調性が＼＿，、ちじるしく，他人の生きがし、を l{J分
の生きがし、とし余暇の過し方もそ｜；会の他のメンパーと同じ方法をとり易い，と述べている
「バカンス天国」といわれるフランスでは8月中の工業生産指数が年IMJ平均の 67にまで務ち込むと
いう． 2 i立のイタリアの86と比べても著しく低い． フランスでパカンスがfl；リ度として｛昨日立したのは，
1936年の社会党党首レオン・ブ、／レムを首相とした人民戦線内閣の｜ごで，労働組合の安求によって，長
期有給休暇制度と適時間労働制が採用された！！寺に始る．支配階級のものであったパプJンスが労働者階
級のものになった始まりで，失業も不況も，すべてを忘れて長~·、 liJ 1J1ILHM'Jを楽しむことは，個人にと
つては「生命の になりー社会にとっても「社会的緊張の緩手｜：リに役立つといった副次的効果が
ある．
「バカンスこそ人生」・「バカンスのために働いているJのがフランス・西ドイツ・スイス・ベネル
ックスなどの国々の成執した国の人々の態度である．「ただ一度の人生を，人間らしく生きょう」と
いうのが，階級・階層を問わずそれらの国々の人の合意するところとなっている 1I・ くはコードダジ
ューノレから今日はコスタテソノレやカナリア るまで＼ ヨーロッパのノくカンスリゾート j也J或カリiヲ
成されている．
L. D. Stampは入院が土地を必要とする基本的動機を次の 6つとしたり． ①食糧・
業・③レクリエーション・⑤交通・⑤安全保障． レクリエーションについて彼は，「おそらくわれわ
れの桂先が考えたて、あろうように， レクリェーションをわずかの！Elまれた人たちのせヘ、たくであると
考えるのは全くナンセンスである．現代社会の特徴であるレジャーの増大にともなって， レジャーを
有効に利用することが大切で‘ある」と述べている．さらにレクリユーション地域は近隣公閣から始ま
って分散分布していることが望ましく， 1,000人当り 7～10エーカー（2.8～ 4 ha) (28～40m2／人）が
望ましい最小値と考えている．封建領主の荒地の多くはそこへ入ってよいという法伴上の権利はない
が，低地や都市ではそれらはまず第一にレクリエーション目的に利用されている．モピリティーの向
上によって，風景的に美しいオープンランドが1949年の｜主l立公国法（theNational Parks Act）によ
って国立公園（NationalPark) 10カ所と自然保護地域（NatureReserve）が設位された．土地は多
自的利用が好ましく， レクリエーション目的に比較的広いごと地を選定するには，① I~！然の美しさ，
土地がやせていること，の二つの基準が設けられ， LakeDistrict ・ Yorkshire Dales ・ Dartmoorなど
が国立公園に指定されている
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日－ 2 レクリエーションの形態
El本観光協会が 1981:{1：：ー に行なった l:JJMり観光レクリエーション店頭J23項目のうち，上位 5｛立は，
①Jili~ JfUi,{d~~ ・花見・祭り.:r.111仏れ②l決［Bi ・主i~ ）~IJ ・音楽会，①ドライブ＼④海水浴，③遊！111地・ヘノレ
スセンターである 5). 森林に関係ある登1Jiハイキングは10｛立で、わずか 4.1%に過ぎない．そもそも
査羽iI tこ森林散策という独立ーした項目がない．
~）；：M県桜村教育委員会が1983{J＇＂.に行ったiUID 査 6）によると， 45歳未満の人の37%以上が休日には 5 fl寺
n~J以上の余llll:i時間をとれ， 56］）歳以上の人は52%以トーの人が平日でも余暇II寺院］がいつでもつくれる， と
答えている．過去 3カ月に行った；Ifil沫活動の突態の上位5｛立は読書（52%）・スポーツ（44%）・旅行
(38%）・：i~｛－楽鑑賞（29%）・映画i出遅lj 事Wif:lo鑑賞（29%）であった． しかし希望する趣味活動の上位5
位は，旅行（49%）・スポーツ（35%）・｜吹田演劇舞踊鑑賞（32%）・史跡；探訪（26%）・ハイキングMt
つり（26%）であり，潜在i'lJには旅行・ハイキング・魚つりなどの戸外レクリエーションへの
強いことを示している．それがかなえられなし、ために，実態としては読書・音楽鑑賞などの室内レク
リエーションとなって現われていると見ることもできる．ダンスも実態は 7%であるが，希望として
は13%もあり， と突態のかし、商店が大きい余暇程！ヨであることを示している
筑波研究学園持l)T!l－で197851三に行なった余暇のすごし万7) の上位5｛：立は，新住民がTV・ラジオ（48
%), i出！床・娯楽（37%），体怠・くつろぎ（34%），読書（34%），スポーツ・ハイキング（30%)
で，散歩はわずか11%に過ぎない，！日住氏の場合TV・ ラジオ（46%），家庭だんらん（28%），休息
・くつろぎ（25%），趣味・娯楽（21%），旅行・ショッピング（13%）であり，散歩はわずか2%に
過ぎない
山形大学付属仁j二1学で1986年に行った余暇調査8）での上位5位は，休息くつろぎ (16%），家庭だん
らん（15%），趣味・娯楽 (15%), T V・ラジオ (14%), スポーツ・散歩（14%）であった． 同時
に行なった山形市北西部中¥J_1IBJ立中iL仁iコ学の場合，家庭だんらん（20%），休息・くつろさ（18%)'
T V ・ラジオ（14%λ 趣味・娯楽（14%)' ショッピング（11%）であった．
日本人の余暇の使い方は，在宅型のTV・ ラジオ，休息・くつろぎ，家庭だんらんなどが多い．ス
ポーツ・ハイキング・散歩などの戸外行動型の余患の使い方は高学歴のサラリーマンに徐々に広がっ
てきてし、る．
余暇の｛吏t、万の一つの方法である旅行について，「最も行きたい旅行先jを山手井らの 1981年に行
"') によると， ト、イツの Freiburgi. Br. ・ Gottingen・Hannover• Neuenburg諸都市の住民
はすべて55%以上が Wald（森林〉と答え， フランスの Nancy でも21%と広t、砂浜に次し、でいる
それにおjして，旭川・ 1；専問・綿引・伊那・宮崎・東京で同じ年に行った調査で最高は宮崎の 7.7%,
最低は東京の 2.8%であった．同じ質問を1986年 1月山形盆地の二つの中学校で行った 10人
は見111~；のよい U-1 (25%）・温泉（18%）・静かな湖（15%）の阪で森林は 6%に過ぎない．
も il~L泉（26%）・見 Iii与のよい ilI (25%）・高！誌の牧場（16%）のJI訳で，森林は5%fこ過ぎない．
I＝！本人の旅行先として人気の高L、11・温泉・湖・牧場などは，し、ずれも森で国まれているところが
多く， i直接の観光対象はU-1・温泉./1~］・牧場・寺社仏閣ではあっても，森林と一体となったものであ
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る・ ?l~iJ I・ . ）~ 1J .鳥海iJ_・男体I11.身延11・立J • ！ ~~I J_I .御/lrLJ ・比叡/J_J.大t1f
JJ .高野｜よ｜・英彦u1・九霊山などの伝統的なJ_LJHi－霊場はすべて深山幽谷であって，緑したたる森林で
閉まれているものばかりである. El 木の ~fi\l社仏関の総本山に近い絡のものはほとんど， 1:=ら－｛q1秘的な
ムードをかもし出す深い山Ii去の谷奥に位置しており，信仰が旅行や余暇活動の動機ではあっても， HWJ
1羽の森林や参議道路の杉並木などは， まさに精t'Ii~1ZJ な皇々しい雰Im気とともに，生JLE1'1守にもフィトン
チッドの含まれた空気は身を清め，健全にしまさに森林治であり，森林レクリエーションそのもの
である．登山につle、ても，頂上に至る山路は森林レクリエーションであると見ることもできる
らの調査に「あなたは森の仁iコを散策するのが好きですか」の唄［！がある. Tl1J記独仏 5 行I~iは
すべて92%以とが好きと答えている． 日本の/;il¥iliは伊郊の79%から東京の62%までの間に散らばって
いる．野外スポーツの中で「一番好ましle、ものを一つだけ選んで下さしゴの質問で， ヴァンデノレング
〔ハイキング〕を挙げたものは，ナンシー（43%）からノイユンフソレク（67%),[J本は東京（23%）か
ら伊那（46%）までで，やはり森林レクリエーションの持つ意味が，匹JI設と I＝！本では大きな差がある
1 3 森林レクリエーションの
日本は公害工業が多くて，緑がほとんどなle、というイメージをもってL，、る凶IB，く人が多く，かれらが
日本へ来て患っていた程ひどくはないのに意外に思うらしい．統計的には日本の森林~fsは67.7% (19 
82）で，西ドイツ（29.5%）・フランス（26.7%）の倍以上もある． しかし日本はiJI 岳が多く， 森林
のほとんどは山岳にあるため日本人にとって山と森林とは一体のもので，平地にある森林は「エF-j位
林Jと呼ばれてむしろ特殊なものと考えられている．明治WJまでは薪炭n;r~q.やJfU出版として利用され
ていたが，平地人口密度の向上により， i陵地や都市1＇内土地利用に変えられていった．
西欧では貴族のハンテザングの場として残存した平地林が多い．それらが者／jl二／j林として一般人にも
開放されて， 日常的な行楽地となってle、る．ボン1'1南部のコッテンブォノレストの森〔Kottenforst〕は
ケルン大司教兼選帝侯のがnJ札場であり， j琵・践を馬で狩るための：H~＼＇＼ i或も設けられていた．ブナの混
じったカシ林で，何世紀にも亘ってj笠氏はそこで豚をカシの突でJ己育できたが，今日はボン1l'J氏の毎
日の，あるいは週末行楽地となっている．林業経営が行なわれ，苗木図.1t1林.tiミ伐・ ji,¥j伐・伐係・
搬出・販売が行なわれるし，里子生動物の生息地にもなってL、る．北隣する Ville丘陵の森とともに
180km2 以上にもわたるケノレン二ポン大剖~fll地域のための 「自然保護・休養地域 Naturschutz-und
Erholungsgebieりとなっており， 散歩路・案内標識・東屋などが設けられている．フライブノレクr/T
の西部のラインイ丘地の広大な混j也林〔モースヴァノレト〕も都市林 Stadtwald であり，東部・南部の
シュヴァルツヴアルト官官1Jのシュロスベノレクなども都市林で，市民のヴァンデルングに供されてい
る． ロンドンの HydePark • Kensington Garden • Regent’s Parkなども RoyalParkとしてヨミき
延び，今弓市民に解放されている．
週休2B制の西ドイツでは，週末には老夫婦・家族連れ・若し、アベック・個人などが， コッテンフ
ォノレトやそースヴァノレトをただひたすら歩く． ドイツ人のヴァンデノレングやシュレーパーガルテンの
世話を見ていると，超健全娯楽の国で，赤ちょうちんでj二百？の窓口を言ったり， ヒー ノレをmくんでTv 
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でプロ野球を見るといった日本の娯楽との，文化的差異を見ることができる． レクリユーションの多
くが戸外の自然の仁11 で行なわれ，森を ti,~ くことは生活の一部にすらなっている．法によってもたとえ
私有林であっても I'"!El］に出入りして保健休養に利用してよし、ことになっている．森は全国民に開放さ
れている公共宅！日！である， との；認識がlf!ヨーロッパではほぼ定着している．また森林レクリエーショ
ンに利用し易l、ように，森林が整備され管JW.されてきている． ヨーロッパにおいても森林が民衆に開
放されたのは近代のことで， i11止には在、右林への立ち入りは厳しく禁止されていた．法的インフラス
トラクチャーの整備が西欧における森林レクリエーションの普及に貢献してきたことは間違L，、な~＇¥. 
パリの BoiscJe Boulogne，ベルリンの Grunewald，プリュッセルの Boisde la Cambreとその
市に続く Foretde Soignesなどはヨーロッパを代表する森林の公i茎｜である．これらの森林公関は平
坦で， 1j¥/1＇.各が縦十；1'.i に j函じ散歩するのに便利にできている．者I~I官から近くにあるため，毎日でも，ある
いは週末に散策でき，初春から初夏にかけてはフィトンチッドを浴びて，気分をさわやかにし，人間
の精神を安定させ，波れた身体を回復してくれる．住民 1人当り緑のスペースが最も大きなヨーロッ
パのご郎！日はストックホルム（80.3 m")' ロンドン（30.4m")' アムステノレダム（29.4m"), ハンブルグ
(28. 4 rn2），ヘルシンキ（27.4m"），ボン（26.4 rn2），ベルリン（26.1 m2）である．パリは 8.4rn＇である
が，パリの公 m~1前ifl1（は iiiJ或の20.8%を占めている．ちなみに，筑波研究学園都市内の桜村のH：民 l人
当り公 l~~l/Yii訴は 10. ln-f (1981)で全国（4.lm"）・県（3.3m"）を大きく上回っている
H-4 極iのtil助によるレクリエーショ
名口はどうあれ，実質的にはサークノレ活動や集会などの広い意味のレクりエーション施設に対し
て， 13の省庁や県が補助金を出して事業や施設に援助している．最も7：甘いものとしては文部省の1951
年度開始の3'.-l8カ所の公民館，同年開始の205カ所の図書館， 1952年度開始の 95の博物館，厚生省の
1956年開始の公営国民宿舎，文部省の1958年開始の 173カ所の青年の家などがある. 1960年代の高度
経済成長刀jの後半から1970年代にかけて他の省庁も 1§分の勢力闘を広げるために，主にレクリエーシ
ョン宿泊施設を1+心に，各省庁それぞれの設位目的で1m助金を出して設置していった．
これらの政府補助金によるレク （施設）は径額が多くて総てについて述べることはできない
が，省庁jJIにリストアップすると次の様である
（目的）?
?
?
? ??????、
中規模観光レクリエーションj也区 家族旅行j(t：進 1978 
（家族旅行村）
港湾J主nt~整備すi* 快適な環境保全及び創出 1973 
レクリエーション港湾控師事菜 安全・快適・低成な海洋性レクの場の提供 1972 
〔農村i水産省〕
11村地！或農林漁業特別対策事業 1UH 握興 1972 
(1L1せIHJ発センター，基幹集部セン
ター，生活改普センターなどを合む）
特定農1i付保興対策事業 過j;JR地域等の振興 1976 
民菜J；辰興 1978 
級の H~＼~的事業 決LLii'.((1.njJJ~興 1979 
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〔林野！？〕
森林総合利用促進事業 林業振興 1972 
21 !iL紀の~~ m~林・林業の役主IJ,i立 l識
国有林野事業 ｜五千J林~！｝内レク資源、活JI 
〔水産！？〕
漁業および遊.~f;i_jJj,i興 1973 
内水面総合振興対策事業 1973 
〔労 ｛動 己主〕
mT外趣味活動施設 勤労者JI]レク胞設の設院 1973 
勤労者体育施設 仁i川j、企業勤労者m体育施設の充尖 1968 
農村教養文化体育施設 農村地域に導入される工業就業者の出til:.1'.I進 1971 
共同福祉施設 仁中i 1971 
働く t~~－人の家勤労婦人センター 勤労t~~i-Aの r1~i"1u1r1)lli 1953 
勤労青少年ホーム 仁jc1小企業青少年の福祉J1;[1進 1957 
シノレノ、一・へノレス・プラン 1= ！こ： it~ if-!lfi-J労働者の健康の｛来的：J1~:lffi
〔環境庁〕
自民休暇村 家）j友利用1:j1心の保健休養 1961 
国民休養地 野外レク施設整｛！日i による｜主：jj乏の出til：と｛注目2の J11~I進 1970 
公営国民福合 国民生活の福祉と能HJ:tの増進 1956 
国民保養センター 1967 
国民保養温泉地 温泉の公共的利用の増進 1975 
〔厚生省〕
／！日し二立rc.主E、g 児童の｛住民ミと情操の向上
老人福祉センター 老人の健康な生活のため
〔総理府〕
オリエンテーりングパーマネントコ 体力づくり運動のHi:！韮 1970 
スー
〔文部省〕
青年の家 健全な青少年の育成 1958 
少年自然の家 健全な少年の育成 1970 
公民館 生活文化・社会福祉・教義調査研究のため 1951 
国書館 ／ 1951 
博物館 1952 
野外活動施設 スポーツ振興 1968 
体育館・プーノレなど 1959 
〔文化庁〕
風土記の丘 遺跡；．資料の保存・普及活用 1966 
歴史民給資料館 郷土の歴史と文化への理解を深める 1970 
〔建設省〕
広域公園 ！玉i或νク 1972 
大規模自転車道 交通安全と心身の健全な発注 1973 
〔運輸・建設・農林水産省等〕
海岸環境整備事業 海岸の環境整備とその利JF 1973 
〔自治省〕
レクリエーション・エリア 住民レク施設の建設 1973 
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〔l'DI ニi二）「〕
:i16)副iJ色j成総合センタ一 過政jむj或の集落強Viltに資す
（コミュニティセンター）
l~ft ,1~1j I日He総合センタ一 階，I~~；－］長 !}l!
高齢者生産活動センタ －）＿主i没モデル 老人の＇j二きがし、対策
：＞）；：業
1971 
1973 
1976 
II-5 1調布峠の森林レクリエーション'l!;IJ支
国有林はその成j'l：過程からして， m2次大戦までの帝室御利林であり，さらにさかのぼればIYj
新の滞1¥i奉還（藩有林）と｛：J；二！？上j世処分（?d・. =JT=有林）によるものであった．江戸別までの入会地など
もj也君l支払をちゅうちょしたところは御料林に編入されたものも多かった．匡I（林野庁およびその出
先機関の 10＇，：；＼•林 hi｝ ・ 4 常林支局・ 335常林署）の経常する呂有林野は，その成立からして公益的に利用
されるべきものである．国有林野事業の l~l 的・｛吏命は大きくは①林産物の洪給，②i主！土保全・水資源
かんn・ 保健体長などの公共の機能，③林里子の位置する11寸生活の＊H:Nf，の 3に区分できる（第 1玄！）．
????????????
第 1図 国有林における森林レクリエーション制度（林野庁管理諜資料， 1986)
第l表 レクリエーションの森等の数・ iliTlU・利用者
¢芭j (haY~f ②利（千用／＼者） "Ei ノ7t Cてfユ., IX 7} 筒所数
¥:D CZ 
iヨ 守｝と 科三 3完 1ヰ〈 92 113,479 34, 170 21 21 
自然観察教育林 175 29, 725 16, 600 6 10 
町外ス ツ林 229 29,469 27,512 5 17 
H＜~ )i¥ 林 574 367, 725 65, 906 68 42 
1, 070 540, 398 144, 188 100 90 
レクリェーションの森施設数 1, 423 726 15, 191 。 10 
2, 492 541, 124 159, 397 100 100 
（国院は1985年 4J' 1日，入込者は1984年度実績：林里子庁）
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これらの 3つの森林のもつ機能は対立するものではなく，相互に共存できるしそれが Stampの
いう土地の多角的利用にもなる．美しい木村生産林が同時に水源かん誌にも，ハイキングの場にも，
さらにはU-1林労務を通して山村の生活紙持にも役立つことができる. I主i千＂IHはその公首位：からして，
その約半分が保安林（rこj肯定されている．｜主！有林のうち保安林に指定されているのは 3.8万 km2，国土
面積の約 1割強に当っている．保安林にはl5Tlft傾（水{J（かん主・二L:JI少流出 ／VJ出1 ・二L?1少 jj；てJJ史 IVJ{ili'i ・ 71~11予
防備・ i坊風・水害！功。Il. t；封書l坊{il/j.:i：害i坊f1i'・i坊¥f＊・なだれ防止・部干i坊.1L• .1/tっき・航行l:'I~京・保
［注・）孔致）あり，そのうち保安林面積に 1~i める国有林保安林mi肢の割合の高いのは，航行 II 際保安林
(70%）・水{Hf{かん安｛米安林（54%）・保能｛呆安林（5:3%）などである
森林レクリエーションを求める国民の要請に答：えるため， i主｜有休Ulf の ~'i）＇：つ出かな自然環症を積極的
に活用するために， 1969年から自然休養i~＼が美しい森林や山岳・渓谷・ PJl1日などの勝れた景！路地が選
ばれた（第 1表）． その他に！i?史観察教育林・町外スポーツ林・）武京体が選定され， それぞれの選定
基準は第 2区！の通りである
II-6 民有林の森林レクリエーション制度
1974年に I~土庁が発足し地価凍結を最大のねらいとした国土利用：； 1·f1J1j訟が制定された．都道府県
は， 5 万分の l の地形図上に，部Tl5 ・農業・森林・自然公［Sfl ・ l~l 然保全の 5 地域を区分することを義
務づけられた．自然保全地域の多くは民有地である．自然公m\11~1 然保全地域のあるものは路氏の森に
指定され，遊歩道・駐車場・ベンチ・東屋・便所・その他のレクジエーション施設が県誌によって設
けられてし、る．民有地といえども，これらは指定されると土地平IJ！？はある程度規制を受けることにな
る．県民の森には一部国有地が混じっているものも多L、
主；JcEB県田沢湖周辺の田沢主IJ抱返り県立自然公開lj:l 湖南岸の県民の森には全国各県の代表的な出木
を各県足iJに植樹してあって 3 日本全体の生きた樹木｜亨物館といった感じである.rn沢湖の美しい風景と
天皇を迎えての植樹祭広場などは，県の；今一る森林レク地域となっている.1980:l'fご：vこ14万人の利用者がお
り，月 ］Jjでは 8月3.4万， 5月2.7万と夏休とゴールデンウィークが利f日のハイシーズンとなっている．
山形県の県民の森は県政100年を記念して1981年に開設された. ／~I j底lLJ (994 m) ・ It§ J~；~森 1.U (847 m) 
などは国有林であるが，ほとんどは民有林である．中心的施設の森林学習展示館は，パネノレや実物で、
示す博物・林業博物館となっており，林業i専物館としては秋田市北京 15kmにある仁別国民の森にあ
る森林博物館に次ぐものである．仁5)1］の森林！寺物館はご品二の森林鉄道の軌道助；をサイクリンク道路と
し博物館内には昔の森林労働の用兵と並んで林鉄の機関車もilitl、てあり， );frJ)lの立木に名イ：しがつけ
てあって教育的に設計されている．県民の森は「L、こいの森Jなどと称して，県内各所に指定されて
いる県（新潟・秋田）や，県の看板だと L，、わんJばかりに， 1カ所に立派なものを設けている県（11 
形・茨城）もある．
それ以外に1971:l'j三から森林法，おうlIJ・治水緊急措置法による治山貨による保安林整的事業引を使っ
た「生活環境保全林」がある．これは医！と県が50%ずつの負担で，地元負担Oのところから，
る市町村が多い．生活環境保全整備は，森林のもつ国土保全・水源かん設保健休誌等の公益的機能の
自然｛本主要材； ( 9 2 j/.)1＇庁 l l :) . 、t7 9 ha) 代表 J也 IYf.’Jりm！積
イ
ア ること。
スキー ， j皆、；号， ilE：ぷ温泉；；；，海水浴等
l. 233ha 
レ
ク
コ二
I ~i'1r！？~必然教子f林（ I 7 s I笥所 29,72511日）
ン〆
? ?
? ?
???
したJ也域。
させるにi直したJ也j点。 170ha 
IJ'f外スポーツ林（ 2 2 9 1r.1;Ji 2リ，，！ G !Jh孔）
キャンフ：スキー，アーチェリー，オリエンテーリング勺； ~·rタトスポーツのJ必として i必した J'cj ~！？条｛’十を千｛し，！hi ！交のn外スポ ツ活動の.Ii,'；に供すること
がj昼iおであるJliJ点。 129h日
J.i¥ ；；：.林（ S 7 •I il.JiJi 3 G 7 , 7 2 5 ha) 
イ
り， これら名1;・;1iと一一（本となってす
j：今夜な1本ιj也なli'J、！；＼，
して L、るJ色J！＆。
レクリエーション利Illニのj江沢林として）民放の斜IJ、？を G4lha 
ウ i'，~｛ 凡される .r.u本て＼ レクリエー ンョン｛＇ lj/J) j·の ！Si ；片付、として l'il こ！孔 3交の ~II毛利に同己！台、する必裂があるJtloJ及。
レクリエーションの森施設蚊
レクリエ…ション施設のHJに1J＇＜される敷地。 （レクリエーションの殺に合まれない）
第2図 レクリコ二一ションの~；，~W；の J節期と選定~1~1\fi
-.:i 
(Jl 
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中で近年， とくに森林の保健機能が重視されてきたことから，現存する森林をそのまま保健｛米安林と
して指定するのみでなく，都市周辺および近郊地域に所持：する森林を対象として，国二｜二保全機能に保
健機能を併せもたせた森林の総合的機能を高度に発却できるよう積極的に森林の態的を実施し国民
生活の安定向上をはかることをめざしている．県が行う事業は，修去と保全を兼ねた緑化木の ~TI;l栽や
遊歩道の13完全が主なもので，告；J1H運営は市llJ村に移され保健司王誌の場として利HJされてL，、る. 'i';;;b.£:W~ 
の9つの生活環境保全林の 1カ01・平均IT!¥Ti!tは44ha, 180フJrel (1985 1i!'. 5月現在〉で、あっ
た．各生活環境保全林は 2～ 3:-;:1三かけて整怖されてゆき，最も 1~11v ¥ ;f~市松森は1971～73{1＇·にかけて整
備されてきた. 19851i'j三で全国に 283カ所の生活環境保全林が設けられており， :l1立も数の多い新潟県
(15カ所）・長野県（13カ所）から，東京都や奈良県のように 1カ月！？しかないところもある
1lI レク 1）エーションの森の分布
林野庁の指定・管理する自然休養林・自然観察教育林・ ~l}外スポーツ林・ j孔京林を総称したレクリ
エーションの森は，全国に1985年現在で1,070カ所， i而積で5,404km2約千葉県ほどの広さが国有林野
の中から指定されている．数で一一番多いのは風景林で574カ所，全体の53.6%, fliおでは3,677km2, 
全体の68‘0%，丁度奈良県ほどの"ifl績が指定されている
各レクリエーションの森の営林局別の数と市i積~i1983'.i＼ニ現在で表の通りである（Table. 2). 1立も数
が多いのは前橋営林局管内の214 （全体の20.4%），次L、で秋I討林局管内の127 (12. 1%）である
レクリエーションの森の種類別に200万分の 1日本全図に，位置を 5万分の 1地形留で1if：；認しながら
第 2表 堂林局5.J!レクリエーションの訴の数・田駅
(1983. 4. 1. 現在）
医 分 I 白扶体制 l:I 白州察教育林 l町日fクト「~Iバi 出（竺ツ言l林.:( ＝~附風ill；：瓦竺林瓦L 同い凹所！ク＞ Iの·~：~忌~，＇ ~I 
営林局 （色プ｝所）I 面（ha積） c＇刈fli所n[面＼ha積） 
北海道 2, 368 5, 77 14 5, 41 7υ25 65 86, 039 
北見 5 7, 273i 4 2, 57 8 1, 21 30, 770 38 42, 062 
帯広 4 6 185 5 お 7 l 31 山 471…
磁 宣言 6 7, 529 11 lo' 946 20 7, 643 37 16 231 
青森 7 7，加 23 山 21 4, 4日 81 I ＇，~~~I 59 22, 488 
1北田 5 6, 617 14 654 30 1, 072 78 63, 131 127 71, 474 
fl!} 橋 13 16, 6441 47 7, 999 89 12, 169 214 42, 964 
Jγぺ3、 ノメ 10, 130 11' 385 19 4,090 15,831 
ユ之 r見lf 7, 929 10 1, 913 36 11, 783 22,837 
名 己l 屋 6 2,503 11, 331 
大 i夜 9 15,836 
1% 女日 8 18,831 
合住 ；ヰζ 20, 347 
iにL： 538, 136 
（林野ri"':m,nu1w レクリエ ションの森一一覧表， 1983) 
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プロットした. J山形との関係を少しでも知るために，標高200mの ベースマップ。に入れた．
国一 1 If！然 i＊ ~j(fiキ
休養林92カ所の分"1nをみると前矯岱林局管内の上信越｜主Jgi付近に集iやしているのと，全体としては
中央同地に多く分布している（第3図）．中国地方・九州地方中心部と関東地方平野部は休詫林の空白
地；m：である．北海道のオホーツク海沿岸にある自然休う引本や太平洋に市する昆布森シレバ自然林（おl¥
路l!J), さらには加賀海岸自然休詑林など特殊のものを除けば，休養林のほとんとやは標高200m以上の
iJ_J自にある
〔 IiDJil~l 然休長林〕
実例として新潟県北部原1{1~笹神村東部Itこある休養林を示す．新発田営林署管内14. 9km2は1973年に
され，京関する村松営林署管内三川村地区 4.2km2は東部）京都三J1村北西部にあり， 1973年に指
定された．ここはすでに1959年に五頭連1庫県立自然公園に指定されていた. 1973年に県民L、こし、の森
にも指定されている
1京高912mの五民ui，標高974mの菱ケ岳などの五つの蜂が連らなっている． －日本海・飯
豊連111争の l~E望はすばらしく，京流する大荒川の f.IftJニ花などがあり，周辺の樹木と調和して美しし
してL，、る．休長施設として駐車場久野営場10，休憩舎2，園地ム避難小崖 1，スキー場
1，スキーリフト 3iまがある．宿泊施設としてロッジ 2，休養林に隣接してllJi寸組合立少年自然の家
(200人収容）のほか，休養林入口に北からLHi易・今坂ベナ杉の温泉宿が並んでいる．：最寄！択は羽越線
第3図 l:~I 然休養林の分布 (1983）等高線はWRi＼~ 2011 
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I 
点！
、。J 0 200km 
第 5図 野外スポーツ林の分布（1983）等高級は標高 200m
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氷原・ネqi山！以へそれぞれ約 4km. i＇（日＇.ljl ；付は 1977'.l'.j三に l~l 然休安村持。ill事業の認定をうけ， 1979年には
I§！然休養村管HHセンターが完成した. 1§然休養林は県民いこいの森・県民の萩・少年fl然の家などと
一体となってL、て， ＝］：にi多＇.／：旅行に利 Filされ， その入込客数はittl!1村役場資本｜によると， 1975 
2. 4万， 1980'.J'.Tゴ－6.6万， 19841:1三5.9万であった．ちなみにゆ80年の市泉・設U！・スキーなとーを含めた笹
川村の総観光入込客数は48.8)J （県外客は 4%に過さずに季節的には 4・5・6月に春！こ｜に 33%と最
も多い
il 2 1;然観察教f林
169プJ所 (1983年現在）の分布をみると， r!iJ帰営林局管内に47（全体の 27.8%）と最も多く， 次い
で旭川と青森也林局管内で23カ所（13.6%）ずつである（第4図〉 地域的には福島県北部・新潟県北
部・ーとすき国境山地・ El光連U！・八ヶ岳中信高原などに集中してし、る．東北地方は興：羽脊梁山脈を中心
に，割合分散分布している．九州、1・jJ日間・中国地方には少ない．
実例としては茨域保笠間宮林署管内笠間市にある「城U~IJ 52haがあり， つつじ閤があり， 大駐車
場・展望台などがある
毘－ 3 野外スポーツ林
野外スポーツ林217の分布をみると， も多く， と奥羽地方脊梁山！氏
北アルプスである（第 5 図）．野外スポーツの中心はスキーで， ~I有林野のスキ 場利用が野外スポー
第6図 風景林の分布 (1983）等高級は標1¥'S200111 
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ツ林と考えて間違いない. u-1監をi徐く中国地方， l盟国，九州・紀伊半島にはほとんどない．営林局単
位では新潟・福島・栃木・群馬県を管iHtJfする前橋営林局が65（全体の30.0%）と最も多く，次に一県
一一営林局の秋!J330(13. 8%）と長U¥}22(lo. 1%）が続いている．
実例として，新潟県六日H!J営林署管内湯沢lJにある市場スキー場（19ha）・二店スキーJ場（6 ha）・
奥苗場スキー場（79ha）・奥只見九Lliスキー場 (193ha）・！万代原野外スポーツ林（410ha）などがあ
り， リフト・ロープウェー・レストハウス・駐車場などが；支配されている．沃hfi:県笠間営林署管内真
壁町筑渡山もスポーツ林で，野営場・青少年研修所・間j也・ 1コッヂ・ケビンなどの施設がある．
ill-4 風景林
レクりエーションの森の中で，最も広く散在的に分布してし、るのが風景林である（第61玄！）. l最も数
の多し、前橋営林局でも89，全国の15.6%と集中度は低い．スポーツ林のほとんどなかった九州・四閣
にも数多く分布している
実例としては茨城県笠間営林署管内益子町の「高館ILi」（76ha），東京都東京営林岩管内八王子市南
(130ha）・津久井城山（47ha）などがあり，駐車場・閑地などが設けられている．
N おわり
科学技術の進歩によって人間の労働時間は短縮され， レクリエーション活動が社会的に大き
をもってきた． レクリエーション活動の形態としての森林レクリエーションは間ヨーロッパに比べる
と日本ではあまり普及していない．都市内，その周辺に散歩できるような森林が存在しないことや，
戸外レクリエーションが日本ではスポーツ登山などの形で行なわれ， グァンデノレンクーする習慣が少な
いことにも原因がある． しかし伝統的な日本型レクリエーションである出一泉・神社仏1~；1rv り， ILi{I・ 
霊場巡礼などは，その所在地がほとんど森に踏まれた環境にあって，森林レクリエーションを兼ねて
いたと見ることもできる．
森林レクリエーション地域は1970年代に入ってから，各省庁がほとんど陪じようなことをそれぞれ
の省庁の名白で主な宿泊施設を中心に整備してきた．とりわけ‘国有林野の管理者である林野庁は， 1寺
代の要請に答えるように森林のもつ保健休養と L 、ぅ公益機能を発揮させるために自然休養林・ l~l 然教
育観察林・野外スポーツ林・風景林を指定整備してきた．それらの分布は地域！？守に特色がある．野外
スポーツ林・自然休養林は上信越｜君境を中心とする中部地方から東北地方の山岳地域に多い．他方自
然教育観察林・風景林は全国的に分散分布してL、る．
本研究には文部省科学研究費補助金・一般研究c（代表：｛主々 木博，課題提号60580186,JHL!林野のレクリエ
ーション利用形態の研究）を使用した．
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Forest Recreation Area in Japan 
Hiroshi SASAKI 
The report aims at the comparison of Japanese recreation types with European ones, and 
at the national system of forest recreation areas and their distribution patters in Japan. 
Japanese spend their leisure mainly indoors in TV & radio, reading, home rest etc. and only 
the elite play sports in-and out-doors. In western Europe the most favorite leisure is walk in 
forest iηand around the cities, but which is not popular in Japan. Such traditional Japanese 
recreation types as hot spring, visiting famous Buddhist temples and Shinto shrines and sacred 
grounds in deep mountains could be regarded as forest recreation, because most of them are 
located in deep valley or at the end of valley surrounded by der.se forests. 
In the second half of 1970s many Japanese ministries subsidized to build the recreational 
facilities. The Ministry of Forestry chose the four types of recreational forests: natural rest 
forest, natural educational observation forεst, outdoor sports forest and scenery forest. Outdoor 
sports forest (Fig. 5) and natural rest forests (Fig. 3) are concentrated in the dividing area 
of Niigata』， Gunma-and Nagano同kens (prefectures) and in the backborn mountain area of 
Tohoku. On the other hand scenery forest (Fig. 6) and natural educational obervation forests 
(Fig. 4) are dispersed over whole Japan. 
